
平成元年 6月1日発行

田]の鳥=ひばり/町の花=れんげ/町の木ニ乙女椿

男 6，141人(十22)

女 5，905人(+21) 

計 12，046人(十 43)

世帯数 3，876戸 (+39) 
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「さあ¥第一ゲート通過なるか」 第一打巴とあって誰もが緊張

する一瞬です。

4月27日、町主催の春季老人ゲ トボール大会ガ釜無工業団地公

園運動場で行われまし疋。なんといっても¥お年寄りに人気の高いこの

スポーツ。この日は23チ ム約200人が参加して、日頃の練習の成果を

競い合いましだ。試合は、笑いや歓声の和やかな雰囲気の中で進めら

れ、随所に年齢を感じさせない、はつらつとしだプレーを見せてくれま

しだ。

決勝戦では¥河西A1チームと河西82チームガ対戦。同じ地区の戦

いとなりましだが、接戦の末、河西A1チ ムガ優勝を飾りました。
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己Z

固
快
適
な
環
境
づ
く
り
を

わ
た
し
た
ち
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
公
害
の
中
で
も
、
道

路
や
公
園
、
河
川
敷
な
ど
を
汚
す
散
乱
コ
ミ
は
、
一
番
目
に
つ
き

ゃ
す
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
散
乱
ゴ
ミ
は
、
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」
な
ど
を
中

心
に
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
の
清
掃
活
動
に
よ
っ
て
、
収
集
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
限
界
か
あ
り
ま
す
。

六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
境
週
間
」
。
散
乱
ゴ
ミ
の
現
状

を
み
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
で
起
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
内
で

一
日
に
で
る
ゴ
ミ
は
約
四
・

一
ト
ン

わ
た
し
た
ち
が
生
活

し
て
い
く
う
え
で
必
ず

で
る
ゴ
ミ
。
本
町
で
一

年
間
に
捨
て
ら
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
、
い

っ
た
い

ど
の
く
ら
い
に
な
る
と

思
い
ま
す
か
。
答
え
は
、

可
燃
ゴ

ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
・

粗
大
ゴ
ミ
を
合
わ
せ
て

約
千
五
百
八
ト
ン
。一

日

平
均
約
四
・

一
ト
ン
に
も
な
り
、
こ
れ
を

処
理
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
年
間
三

千
四
十
二
万
八
千
円
か
か
り
ま
す
。

い
か
に
ゴ
ミ
の
量
が
多
い
か
が
分
か
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
ゴ
ミ
の
量

よ
り
も
、
そ
の
捨
て
ら
れ
方
。
マ
ナ
ー
や

ル
l
ル
を
守
っ
て
正
し
く
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
道
路
や
公
園
、

河
川
敷
を
汚
す
「
散
乱
ゴ
ミ
」
が
問
題

な
の

で
す
。

イ
伊
/

散
乱
ゴ
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ど
う
し
て
で
る
の
か
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繋

わ
た
し
た
ち

の
住
ん

で
い
る
周
辺
を
見
渡
し

て
み
る
と
、
道
端
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
や
紙
袋
、
た

ば
こ
の
吸
い
が
ら
や
空

き
健
な
ど
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
散
乱
ゴ

ミ
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
道
を
歩
い
て

い
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
や
車
の
窓
か
ら

捨
て
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
散
乱
ゴ
ミ
が
目
に
つ
く
よ

う
に
な

っ
た
の
は
、
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
や
加
工
食
品
の
普
及
と
と
も
に
、
日

本
人
が
気
軽
に
野
外
や
車
の
中
で
、
食

事
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
を
手
軽
に
持
ち
運
び
で
き
る

便
利
さ
は
い
い
の
で
す
が
、
食
べ
終
わ

っ
た
り
飲
み
終
わ

っ
た
り
し
た
と
き
に

目
立
つ
空
き
躍
の
ポ
イ
捨
て

ポ
イ
捨
て
の
散
乱
ゴ
ミ
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
目
立
つ
の
が
空
き
健
で
す
。

ビ
l
ル
や

コ
ー
ヒ
ー
飲
料
、
炭
酸
飲
料

や
果
実
飲
料
な
ど
の
健
を
、
走

っ
て
い

る
車
の
窓
か
ら
放
っ
た
り
、
駐
停
車
中

に
ド
ア
を
開
け
て
路
上
に
放
置
し
た
り

し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
三
年
の

「環
境
美
化
運
動

の
日
」
の
期
間
中
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
、
町
内
を

一
斉
に
清

掃
し
た
と
こ
ろ
、
空
き
健
九
万
四
千
五

持
ち
帰
ら
な
い
で
捨
て
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
一

つ一

つ
の
量
が、

さ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
持
ち
帰
っ

て
、
あ
と
で
捨
て
る
よ
り
は
、
「
早
く
遠

ざ
け
た
い
」
と
い
う
意
識
が
働
く
よ
う

で
す
。
そ
し
て
つ
い
、

「自
分

一
人
ぐ
ら
い

な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
え
の
気
持

ち
か
ら
、
グ
ポ
イ
捨
て
。
と
な
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

百
三
十
五
個
、
空
き
ビ
ン
五
千
三
百
六

十
一
本
、

ゴ
ミ
0
・
八
ト
ン
が
収
集
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
全
国
と
な
る
と
ゴ
ミ
の
量
も

莫
大
な
も
の
で
約
六
万
八
千
ト
ン
。
そ

の
う
ち
空
き
纏
の
量
は
、
重
さ
で
約
五

千
四
百
ト
ン
。
個
数
に
換
算
す
る
と

一

億
一
千
九
百
十
三
万
個
が
捨
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
に
、
国
民

一
人
が
一
個
の
空
き
縫

を
捨
て
て
い
た
計
算
で
す
。

人

一
人
の
モ
ラ
ル
が
大
切

こ
う
し
た
散
乱
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
な
「
自
分
勝
手
な
行
為
」
を
避
け
、
ク
リ
l

く
し
て
い
く
に
は
、
最
終
的
に
は
一
人
ン
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
人
が
モ
ラ
ル
を
守
り
「
ゴ
ミ
捨
て
場
ま
た
、
町
内
で
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
は
下

以
外
に
は
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
」
と
い
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
も
う

一
度
ご
確

う
意
識
を
も
ち
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
認
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
本
年
度
も
五
月

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

三

十
日
(
ゴ
ミ

F
O
d
の
日
)
を
中
心
に

そ
こ
で
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、
地
関
東
十
都
県
が
同

一
歩
調
で
、
「
関
東

域
ぐ
る
み
の
運
動
で
す
。
地
域
の
住
民
地
方
環
境
美
化
運
動
」
が
繰
り
広
げ
ら

だ
け
で
も
「
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
」
と
れ
ま
す
。
本
町
で
も
こ
の
運
動
に
合
わ
せ

い
う
こ
と
を
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
空
き
健
な
ど
の
収

散
乱
ゴ
ミ
は
、
決
ま
り
を
守

っ
て
さ
え
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

い
れ
ば
防
げ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一
砂
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
正
し
く

一

捨
て
ま
し
ょ
う
。

も
う

度
確
認

ご
み
の
出
し
方

h

提
出
時
間

V
午
前
八
時
三
十
分
ま
で

一
燃
え
る
物
(
可
燃
物
)

一
V
家
庭
の
台
所
か
ら
出
る
一
般
ゴ
ミ

一
V
生
活
上
不
用
と
な
っ
た
燃
え
る
ゴ
ミ

(
く
つ
・
か
ぱ
ん
・
寝
具
類
・
木
屑
紙

類
・
少
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
)

一
燃
え
な
い
物
(
不
燃
物
)

一
V
ガ
ラ
ス
類
(
空
ぴ
ん
・
せ
と
も
の
・

コ
ッ
プ

・
ガ
ラ
ス
な
ど
の
破
片
・
玩

具
・
ポ
ッ
ト
)

V
金
属
類
(
空
き
健
・
や
か
ん
・
鍋
・

バ
ケ
ツ
)

V
使
用
済
乾
電
池
は
、
各
収
集
小
屋
備

え
付
け
の
回
収
健
へ



組
大
ゴ
ミ

V
家
具
類
(
タ
ン
ス
・
戸
棚
・
机
・

イ

ス
・
応
接
セ
ッ
ト
・
障
子
)

V
家
電
品
(
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ス

テ

レ
オ
・
掃
除
機
・
洗
濯
機
・
電
気
釜
・

扇
風
機
・
照
明
器
具
・
容
量
三
百
五

十
4
以
下
の
冷
蔵
庫
)

V
日
用
品
(
自
転
車
・
三
輪
車
・
一
輪

車

・
ガ
ス
コ

ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
・
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
)

V
寝
具
類
(
ふ
と
ん
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・

ジ
ュ

i
タ
ン

・
畳
)

V
そ
の
他

(針
金
・
有
刺
鉄
線
・
ス
プ

リ
ン
グ
・
ス
プ
リ
ン
グ
を
使
用
し
た

ベ
ッ
ト

・
応
接
セ
ッ
ト
)

収
集
し
な
い
物

V
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
バ
イ
ク
・

エ
ン
ジ
ン
・
タ
イ
ヤ
・
オ
イ
ル
空
耀
・

バ
ッ
テ
リ
ー

・
消
火
器
・
塗
料
縫
・

灰
・
が
れ
き
・
多
量
の
発
泡
ス
チ

ロ

ー
ル
・
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
・
多
量
ゴ

ム
注
意
事
項

V
燃
え
る
物
は
町
指
定
の
収
集
袋
を
使

.A.きれいに見える道路にも草の中や隅には、こんなにた くさんのゴミが捨てられています。

用
し
て
く
だ
さ
い
。

(黒
ビ
ニ
ー

ル

袋
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん
)

V
収
集
袋
に
は
、
提
出
者
の
住
所
氏
名

を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

V
燃
え
な
い
物
は
町
指
定
の
収
集
袋
ま

た
は
、
み
か
ん
箱
以
下
の
段
ボ
ー
ル

箱
を
中
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
荷
札

を
つ
け
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

V
段
ボ
ー
ル
包
装
は
や
め
、
段
ボ
ー
ル

箱
へ
は
絶
対
に
残
飯
を
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

V
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
と
の
区
分

け
を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
粗
大
ゴ
ミ

の
大
き
さ
は
、
い
ず
れ
も

一
m
×

一
・
一

m
×
二
・

二
m
以
下

の
も
の
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
自
転
車
な
ど
は
タ
イ
ヤ
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
o

v
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
灯
油
を
完
全
に
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

V
ふ
と
ん
・

畳
な
ど
は
%
程
度
に
切
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
針
金
・
ス
プ
リ
ン
グ
な
ど
は
他
の
も

の
と
区
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
o

v
ス
プ
レ
ー
纏
な
ど
爆
発
の
危
険
性
の

あ
る
も
の
は
、
必
ず
穴
を
あ
け
る
か

栓
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

V
収
集
日
が
祝
日
の
場
合
は
収
集
し
ま

せ
ん
の
で
、
次
回
の
収
集
日
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

V
各
月
の
収
集
日
程
は
、
広
報

「し
よ

う
わ
」
の
こ
よ
み
の
ぺ
l
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

V
役
場
厚
生
福
祉
課
(
富
市

1
2
1
1

1

議

@

)
ま
で
。

空
き
躍
の
リ
サ
イ
ク
ル

ま
だ
ま
だ
低
い

四
O
%の
回
収
率

持
ち
運
び
ゃ
保
存
に
便
利
な
纏
詰

め
の
需
要
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
増

え
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
、
ど
れ
く

ら
い
の
擢
詰
め
が
生
産
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
十
二
年
中
に
は
全
国
で
、

約
百
九
十
億
個
の
飲
料
繕
(
う
ち
ア

ル
ミ
縫
は
約
四
十
七
億
個
)
と
、
約

二
十
四
億
個
の
食
用
纏
詰
め
の
合
計

二
百
十
四
億
個
が
生
産
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
一
人
当
た
り
が
、
年
問
、

約
百
七
十
五
個
を
消
費
す
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
纏
は
、
消

費
さ
れ
た
あ
と
、
た
だ
の
ゴ
ミ
の
山

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
回

収
さ
れ
た
あ
と
は
ス
チ
ー
ル
纏
と
ア

ル
ミ
纏
に
分
け
ら
れ
、
新
た
な
資
源

と
し
て
「
再
利
用
」
さ
れ
る
の
で

す
。
回
収
さ
れ
た
ス
チ
ー
ル
躍
は
、

鉄
く
ず
と

一
緒
に
溶
解
さ
れ
、
鉄
筋

資
材
な
ど
に
再
生
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

回
収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
纏
も
溶
解
さ
れ

て
、
地
金
に
再
生
さ
れ
、
も
う
一
度

ア
ル
ミ
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す。
現
在
、
ス
チ
ー
ル
纏
も
ア
ル
ミ
纏

も
、
生
産
量
の
約
四

O
%が
回
収
・

再
生
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
資
源
に
乏

し
く
そ
の
大
部
分
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
日
本
の
現
状
を
考
え
る
と
、
四

O
%
の
回
収
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
空
き
曜
は
貴
重
な

資
源
で
す
。
ポ
イ
捨
て
す
る
こ
と
な

く
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
き
ち
ん
と

捨
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ル

l
ト
に
乗

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
持
組
記
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豆のバカンスに
~清里の森「リゾート昭和j利用のご案内~

-清里の森「リゾート昭和j

-静岡県相良海岸

区介 E支 {蒲 大人(1人当り) 子供 (1人当り)I 

平日 主r-'-， 12畳・10畳パス@トイレ付 3， 000円 2， 500円 |

手口 室 10畳トイレ付 2， 500円 2， 000円

和室大広間 個室12畳間仕切 2， 000円 1， 500円

和室大広間 3 6畳 1， 500円 1， 000円

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
で

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
の
手
助
け
の
一
環

は

い

ば

ら

さ

が

ら

と
し
て
、
静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町
の
観

光
協
会
と
J
海
の
家
。
の
利
用
契
約
を
結

ん
で
い
ま
す
。

相
良
海
岸
は
、
白
い
砂
浜
が
広
が
り
遠

浅
の
た
め
危
険
が
少
な
い
場
所
で
、
夏
に

は
た
く
さ
ん
の
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
、

海
の
幸
が
豊
富
で
と
て
も
お
い
し
い
と
評

判
の
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
重
要
文
化
財

も
多
く
本
町
か
ら
近
い
の
も
魅
力
の

一
つ

で
す
。今

年
も
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の

で
、
家
族
旅
行
な
ど
夏
の
バ
カ
ン
ス
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。子供 (1人当り)

500円

300円

200円

大人 (1人当り)

1， 000円

500円

300円

設備

12畳・10畳パス・トイレ付

10畳トイレ付

個室12畳間仕切・ 36畳

※休憩時間は午前11時から午後3時まで

*研修室

同司1， 000円

*遊具料金

囲碁・将棋

卓球 (1時間)

宮崎食事料金

|朝食 1 500円!(子供300円) 11 夕 食 11， 500円 1(子供1，000円)1 

※特別食あり 。団体・子供の食事の対応可能。

*各部屋とも暖房完備。

*年中無休ですが、冬期 (12月'"'-'3月)は閉館

*チェックイン午後4時から司チェックアウト午前10時までo

*町外者は、 l人1，000円割増。
*特別食は、すきやき (2人前)・ステーキ (200g) 2， 000円より、かも鍋

(1人前)1，000円、コーヒー200円、馬さし (1人前)1，000円、
夜食可能(おにぎり・お茶づけなど)

*団体食は、カレー・親子井・スパゲティー等が500円、幼児の対応もあります。

砂詳しくは、役場企画調整室(冨75-2111内線⑮⑫)までお問
合せください。

2， 000円11 ft Fs9 1 

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
申
込
み
受
付
け
は
、

2， 000円|日

ま
た
、
今
年
五
月
か
ら
八
ヶ
岳
の
清
里

の
森
に
保
健
休
養
施
設
「リ
ゾ
ー
ト
昭

和
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
誰
も
が
親
し
め
、
安
心
で
快
適
な
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
町

民
の
み
な
さ
ん
の
新
し
い
憩
い
の
場
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
自
動
車
で
四
十
分
に
位
置

し
、
周
囲
を
か
ら
松
林
に
固
ま
れ
た
「リ

ゾ
ー
ト
昭
和
」
。
き
わ
や
か
な
高
原
の
風

と
敷
地
内
を
流
れ
る
清
ら
か
な
沢
の
せ

せ
ら
ぎ
が
わ
た
し
た
ち
を
優
し
く
迎
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
別
荘
気
分
で
高
原
の

1， 000円

500円

マ ー ジャン

自転車(半日)

200円

300円

役
場
企
画
調
整
室
ま
で
/

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
気
の
合
う
仲
間
同

士
・
ご
家
族
な
ど
で
お
お
い
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

「
海
の
家
」
利
用
方
法

E
A
W単
A
W単
A
m
w
z
A
W羊
A
W草
A
W皐
A
W早
A
V瓦
W早
A
W単
A
W早
爪

W早
A
W羊
A

V
利
用
で
き
る
人
昭
和
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
人

V
利
用
期
間
七
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で

V
利
用
場
所
静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町

さ
が
ら
サ
ン
ビ

l
チ
及
ぴ
片
浜
海
水

谷
場

V
利
用
料
金

。

一
泊
二
食
付
き
、
一
人
五
千
円
か

ら
一
万
円
の
と
こ
ろ
を
町
で
二
千
五

百
円
助
成
(
宿
一
覧
表
を
見
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
良
町
観
光
協
会
へ

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。)

。
休
憩
の

。
海
の
家
。
は
、
一
人
四

百
円
を
町
で
全
額
助
成
(
予
約
は
い

り
ま
せ
ん
が
早
め
に
役
場
経
済
課
へ

利
用
券
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
)

V
受
付
期
間
六
月
一
日
か
ら

V
利
用
券
の
申
請
・
受
付

。
宿
泊
の
場
合
は
、

相
良
町
観
光
協

会
(
富
0
5
4
8ー
臼
ー

3
1
3
0
)

へ
予
約
申
込
を
行
い
、
予
約
が
と
れ

ま
し
た
ら
役
場
経
済
課
へ
印
鑑
を
持

参
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。

。
休
憩
の
場
合
は
、
予
約
は
い
り
ま

せ
ん
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
役
場
経

済
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
経
済
課
(
箇
万
1
2

1
1
1
内
線
⑫
③
)
ま
で

(
平
成
元
年
度
昭
和
町
指
定
宿
一
覧
表
)

宿 名 電話番号 1泊2日基本料金

(0548) 大人 小人

民 大沢 58-1287 5，500 4，800 
民 とらぞう 58-0617 5，000 4，600 
民 松富士別館 52-4444 7，000 4， 500 
民 さじゑもん 52-1534 5， 500 4，800 
民 宮城野 52-1038 6，000 5，000 
民 ふじた 52-0775 5，500 4，800 
民 美宇良 52-0190 // 5， 000 
民 富士見 52-1440 // 4，800 
民 おおはた 52-0268 5，000 5，000 
民 ささや 52-0661 5，500 4，800 
民 田沼 52-4040 6，000 6，000 
民 すず浜 52-0614 5， 500 4，800 
民 なかじま 52-1593 刀 刀

民 まつみ 52-0225 // 刀

民 もりまさ 52-1526 刀 // 

民 大磯 52-2323 // /1 

民 求楽 52-0290 !J !J 

民 すゑ弘 52-0466 .JJ /J 

民 かたはま 52-0715 JJ // 

J¥  内 むぎわら~;'fうし 52-0151 7，000 5，300 
J¥ 内 海岸通り 52-1363 8， 500 7， 500 
旅 五季 52-3910 7，000 5，000 
旅 大徳屋 52-0055 8，500 6， 500 
旅 てる家 52-0202 /1 /1 

旅 相良セ ンター 52-0546 5，000 4，500 

ホ フォーラム 52-4141 10，000 
局 7，000
fs:;5，000 

④ 平成1.6.1 広報しようわ
※「民」とは民宿、「ぺ」とはペンション、「旅」とは旅館、

「ホ」とはホテルです。



地
の

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
場
合

に
は
、
震
地
法
に
基
づ
く
諸
手
続
き
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
手
続
き
を

得
な
い
で
農
地
以
外
に
利
用
す
る
「
無

断
転
用
」
が
最
近
、
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。
農
地
の
無
断
転
用
は
、
地
域
農
業
の

維
持
・
発
展
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す

だ
け
で
な
く
、
農
地
法
違
反
と
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
地

の
意
義
を
改
め
て
見
直
す
と
と
も
に
、

無
断
転
用
は
絶
対
行
わ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

農
地
法
に
よ
る
手
続
き
と

無
断
転
用

農
地
を
転
用
す
る
場
合
、
そ
の
農
地

が
市
街
化
区
域
に
あ
る
と
き
に
は
「届

出
書
」、

市
街
化
調
整
区
域
に
あ
る
と
き

に
は
「許
可
申
請
書
」を
農
業
委
員
会
に

提
出
し
、
「
受
理
通
知
書
」
ま
た
は
「
許
可

書
」
を
得
て
か
ら
で
な
く
て
は
、
農
地
転

用
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
な
し
で
行
う

農
地
転
用
は
、
無
断
転
用
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
既
に
農
地
転
用
許
可
を
受
け

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
り
、
以
前
か
ら

宅
地
な
ど
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

て
も
、
実
際
に
は
転
用
許
可
を
受
け
て

い
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
輯
用
は

で
き
ま
せ
ん

無
断
転
用
関
係
者
に
違
反

是
正
の
厳
し
い
措
置

農
地
の
無
断
転
用
は
農
地
法
違
反
と

し
て
、
農
地
法
に
よ
っ
て
厳
し
い
処
分
・

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
無
断
転
用
者
と
し
て
、
地
主

や
工
事
請
負
人
な
ど
転
用
関
係
者
に
対

し
て
、
工
事
な
ど
の
中
止
を
さ
せ
、
事

情
聴
取
や
期
限
を
定
め
て
原
状
回
復

(
農
地
の
状
態
に
復
元
)
さ
せ
る
な
ど
、
違

反
を
是
正
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を

行
う
よ
、
つ
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は

最
高
三
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

農
地
法
な
ど
へ
の
知
識
と
理

解
で
な
く
そ
う
無
断
転
用

無
断
転
用
の
多
く
は
、
農
地
法
な
ど

に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
が
薄
く
、
知

ら
ず
に
転
用
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
す
み

ま
せ
ん
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地

法
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
す
る
法
律
な
ど
に

つ
い
て
も
十
分
な
知
識
を
得
て
、

ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
よ
、
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

転
用
を
受
け
た
農
地
に
「
農
地

転
用
許
可
済
証
明
」
「
農
地
転

用
届
出
済
証
」
の
表
示
を

Ar無断転用」を防止するために転用板の表示を

農
業
委
員
会
で
は
、
「
無
断
転
用
」
を

防
止
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て

農
地
転
用
を
受
け
た
農
地
に
つ
い
て
、

「
農
地
転
用
許
可
済
証
明
」
(
調
整
区
域
)

及
び
「
農
地
転
用
届
出
済
証
」
(
市
街
化

区
域
)
を
交
付
し
て
、
転
用
の
工
事
期

間
中
表
示
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

こ
の
標
識
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
農
業
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
誰

が
見
て
も
農
地
法
の
許
可
及
び
届
出
を

し
た
農
地
で
あ
る
か
が
ひ
と
目
で
わ
か

り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
、
農
業
委
員
会
(
箇
苅
1
2
1
1
1内

線
⑫
)
ま
で
。

六

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

一
ま
で
(
任
意
加
入
者
を
除
く
)
す
べ
て
の

↑
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

加
入
者
は
保
険
料
の
納
め
方
に
よ

一
り
次
の
三
種
類
に
分
れ
ま
す
。

↑

v
一
号
被
保
険
者

一

農
業
・
自
営
業
者
な
ど
。
(
個
人

一

で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。
)

↑

v
二
号
被
保
険
者

一

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入

一

者
。
(
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

-

納
め
ま
す
。
)

寸
i
l
l
l

一

v
=一
号
被
保
険
者

一
、

〆

一

厚
生
年
金
・
共
済

一

-:
ー

一

年
金
の
加
入
者
に

一

a岬晶

一

扶
養
さ
れ
て
い
る

一

ト
レ
.

一

配
偶
者
。
(
個
人
で

一
旬
月
『

一

納
め
る
必
要
は
あ

一
川

ド

一

り
ま
せ
ん
。
配
偶
者

一

民

一

が
加
入
し
て
い
る

一

ー
ー
ー

一

年
金
制
度
が
負
担

一

一

週

一

し
ま
す
。
)

一
心

一

次
の
よ
う
な
と
き

「

l
l
i

一
は
、
必
ず
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を

一
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
忘
れ
ま

一
す
と
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

一
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

↑
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一

v取
得
届

一

o
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
。

(一・

一二
口す)

一

o
会
社
を
や
め
た
と
き
。

一

(二
号
↓

一
号
)

「ノ

O
会
社
を
や
め
て
結
婚
し
、
厚
生

扶年
養金
者・
に 共
な済 |

(つ組 |
二た合 |
号と 加 |
↓き入 !

言。君 !
)被 j

/ 

V
喪
失
届

o
会
社
へ

は
い
っ
た
と
き
。

(
一
・
三
号
↓
二
号
)

V
種
別
変
更
届

O
結
婚
し
て
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
加
入
者
の
被
扶
養
者
に
な
っ

た
と
き
。

(
一
号
↓
三
号
)

o
配
偶
者
が
会
社
を

や
め
た
と
き
や
収

入
の
増
加
な
ど
に

よ
り
被
扶
養
者
を

取
消
さ
れ
た
と
き
。

ま
た
離
婚
し
た
と

h
え
」
。

ごんなときはすみやかに
手続きをしてください/

(
三
号
↓
一
号
)

V
種
別
確
認
届

O
配
偶
者
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度

が
変
っ
た
と
き
。

(
三
号
↓
三
号
)

V
任
意
加
入
居

一

o
二
十
歳
以
上
の
学
生

一

O
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

一

人
で
、
受
給
資
格
の
期
間
が
た

一

り
な
い
人
や
未
納
期
間
が
あ
る

一

人
な
ど
。

一

o
海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
。

一

V
お
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
箇
お
l

-

2
1
1
1
内

⑤ 平成1.6.1広報しようわ



町
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
(
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
)

が
、
四
月
二
十
六
日
か
ら
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
。

第
七
回
を
迎
え
る
今
年
は
、

A
級
リ

ー
グ
十
一
チ

i
ム、

B
級
リ
ー
グ
十
三

チ
ー
ム
の
計
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
。

押
原
小
学
校
校
庭
で
の
閉
幕
式
の
後
、

第
一

戦
が
行
わ
れ
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
き

ら
れ
ま
し
た
。

果
た
し
て
、
平
成
初
の
優
勝
旗
を
子

に
す
る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
で
し
ょ
う

カ

の
チ
ー
ム
に

。。

B級リーグ
1.上河東二区クラブ

2.阿原クラ ブ

3.米山実業

4.築地クラブ

5.クリエー 卜宅問

6.上河東クラブ
7.クボタグッディーズ

8.飯喰フレンダーズ

9.西条一区ベアーズ

10.河西クラブ
11.昭和つばきク ラブ
12_ Y Nクラブ B

13. 青水クラブA県大会第3位の好成績が認められ、泉町長から表彰される
河西若竹子どもクラブ女子パレ一部代表。

河
西
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
に
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

河
西
チ

i
ム
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
町

と
郡
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会
で
優

勝
し
、
郡
代
表
と
し
て
県
大
会
(
県
子

ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
主
催
)

へ
出

場
。
県
大
会
で
は
、
日
川
北
子
ど
も
ク

ラ
ブ
に
0
対
2
で
惜
し
く
も
破
れ
ま
し

た
が
、

第
三
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し

」
/」

0

こ
の
成
果
が
認
め
ら
れ、

こ
の

ほ
ど

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
会
長

の
泉
町
長
か
ら
特
別
表
彰
の
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞
(
メ
ダ
ル
)
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ

フ
レ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
準
優
勝
/

⑥ 

昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ
は
、
三
月
五

日
か
ら
県
営
緑
が
丘
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
五
回
フ
レ

ッ
シ
ュ
カ
ッ
プ
県
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
見
事
準
優

勝
し
ま
し
た。

こ
の
大
会
の

C
ブ

ロ
ッ
ク
(
二
十
八

チ
l
ム
)
に
参
加
し
た
押
原
ク
ラ
ブ
は、

都
留
愛
球
や
白
根
北
な
ど
と
対
戦
。
ス

ペ
ー
ス
を
十
分
に
使
っ
た
積
極
的
な
攻

め
と

エ
l
ス
田
中
み
さ
子
さ
ん
の
力
強

い
サ

i
ブ
が
決
ま
り
、
波
に
乗
っ
た
試

合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
み
ど
り
ク
ラ
ブ
と
対

戦
。
決
勝
戦
と
あ
っ
て
ス
パ
イ
ク
も
相
手
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
壁
の
よ
う
に
な
り
、
な
か
な
か

決
ま
ら
ず

9
1
2
で
第
一
セ
ッ
ト
を
先

取
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
セ
ッ
ト
は

押
原
ク
ラ
ブ
の
ぺ

l
ス
と
な
り
拾
っ
て
攻

「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
」
集
ま
れ
/

一

昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ
で
は
、
随
時

部
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
き
わ

や
か
な
汗
を
流
し
た
い
方
大
歓
迎
で

す
。
奮

っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

V
練
習
日
毎
週
火
曜
日

V
時

間

午

後

八

時

か

ら

十

時

V
場

所

町
民
体
育
館

V
連
絡
先
昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ

代
表
柳
本
う
め
子
(
富
万
1
5
6
5

8
)
ま
で

撃
に
つ
な
げ
幻
|
日
で
奪
い
か
え
し
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
第
三
セ
ッ
ト
。
し
か
し
、
優
勝

を
意
識
し
た
の
か
思
う
よ
う
に
動
け
ず
、

必
死
に
く
い
つ
き
ま
し
た
が
日
|
幻
と
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

押
原

ク
ラ
ブ
の
粘
り
も
通
じ
ず
惜
し
く
も
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦

昭
和
体
協
押
原

2
1
1
都
留
愛
球

二
回
戦

昭
和
体
協
押
原

2
1
0
白
根
北

三
回
戦

昭
和
体
協
押
原

2
1
1
八
幡
ク
ラ
ブ

準
決
勝

昭
和
体
協
押
原

2
1
0
甲
西
大
明

決

勝み
ど
り
ク
ラ
ブ

2
1
1
昭
和
体
協
押
原

平成l.6.] 

j A級リーグ
1. Y Nクラブ A

* 2. 西条新田クラブ

J. 3. 西条二区 B

l 4.中島クラブ

1 5.西条一区

~ 6 ラビ‘ツト

i 7.藤ク ラブ

* 8.西条二区A

~ 9. 目立甲府

i|0.昭和クラブ

* 1 1. 昭和一般男子

E 砂

i A Y チ司

j Jぷ
i輪
!詩
Fの告
f 力lア
i開ゑ
i単結
T手農
世 宣協
3嘗ク
凪 。ラ

i ブ

広報しようわ

d

司
粘
り
強
い
戦
い
で
見
事
準
優
勝
し
た
押
原
ク
ラ
ブ
。



h年目ZE紙 ふるさと活動だより⑧寸
文男ふ是づの漉 ~紙漉阿原~
人 主回ふ阿

:ごま売買2z去
す? 理自にす

主Jz Tき?
:宍会 2区ょう料、v 、、の 37く
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室
、
ま
た
、
体
力
づ
く
り
に

の
毎
週
ピ
ン
ポ
ン
教
室
な
ど

酬
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

祭
典
委
員
会
に
よ
る
秋

短
れ
季
合
社
祭
は
、
区
最
大
の

一
九
行
事
で
神
社
に
て
神
事
の

浅
川
後
、
大
中
小
の
三
基
の
御

札
ゆ
輿
で
区
内
を
練
り
歩
き
、

か
航
夜
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出

μ
M
庖
と
区
民
総
参
加
で
祭
り

去
一
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

庄
一
同
た
、
毎
年
小
正
月
に
は
、
文

梓
鵠
久
二
年
以
来
連
綿
と
し
て

企

戦

中
も
休
む
こ
と
な
く
引

き
継
が
れ
て
い
る
獅
子
舞
、

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
念
し
全
戸

を
厄
払
い
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
の
ど
ん
ど

焼
き
の
雄
大
さ
は
、
魅
力
あ
る
行
事
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
青
少
年
育
成
会
に
よ
る
マ
ス
釣

り
大
会
を
始
め
秋
季
合
社
祭
な
ど
、
本
年

は
盛
大
に
行
う
予
定
で
楽
し
み
に
し
て
い

米
来
来
半
小
来
半
小
来
来
米
半
小
半
小
半
小
米

食
事
の
マ
ナ
ー

来
来
・米
米
来
半
小
・
米
米
来
来
来
来
ψ
木

食
事
は
楽
し
く
お
い
し
く
食
べ
る
の
が
食

事
礼
法
の
本
義
な
の
で
す
。
マ
ナ
ー
に
こ
だ
わ

っ
て
緊
張
し
て
何
を
食
べ
た
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。

で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
少
し
で

も
知
っ
て
お
く
の
も
良
い
こ
と
で
す
。

-
食
べ
残
し
た
骨
や
皮
の
始
末

和
食
の
場
合
は
、
皿
の
中
央
に
ま
と
め
て

可ト ξE手.、言
洋手
，::;:司

で 洋
2 季
巌は、

の lill
食り

右
べし
方古

置
き
ま

一-一
ぉ
作
法
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
一
-一

量一

装
道
礼
法
講
師
若
ケ
原
ひ
と
み
一
園一

西
洋
料
理
に
は
、
本
来
御
飯
は
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。パン
が
つ
き
ま
す
。
し
た
が
って
御
飯
を

ど
う
食
べ
る
か
と
い
う
マ
ナ
ー
は
あ
り
ま
せ

ま
す
。

J

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
青

一

少
年
育
成
会
諸
事
業
の
中
で
、
本
年

一

度
重
点
と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
お
楽

一

し
み
教
室
」
は
、
前
区
長
、
父
兄
の
応
援

一

で
毎
月
第
二
土
曜
日
の
夜
公
会
堂

一

で
、
小
中
学
生
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て

…

い
ま
す
。
内
容
は
、
書
道
に
よ
る
心
の

一

統
一
と
、
地
域
の
昔
話
し
、
ま
た
詩
吟

一

の
解
説
と
吟
詠
に
よ
り
妙
技
を
学
ん

一

で
い
ま
す
。
当
初
は
少
数
で
始
め
ま
し

一

た
が
、
現
在
二
十
有
余
名
に
。
暮
と
正

一

月
は
役
員
さ
ん
の
心
尽
し
の
食
事
会

一

を
兼
ね
楽
し
く
開
か
れ
て
い
ま
す
。

一

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
父
兄
の
理
解

一

を
得
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
め
、

一

新
し
い
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、二

十

一

一
世
紀
を
背
負
う
若
者
と
し
て
成
長

一

さ
れ
ん
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。
魅

-

力
あ
る
行
事
推
進
を
図
り
住
み
よ
い

一

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
役
員

一
同

一

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

L

ん
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
日
本
人
は
パ
ン
の
代

り
に
ラ
イ
ス
を
注
文
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
の
背

に
御
飯
を
の
せ
て
左
手
で
食
べ
に
く
そ
う
に

し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
そ
の
様

な
マ
ナ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
右
子
に
フ
ォ

ー
ク
を
持
っ
て
食
べ
易
い
形
で
食
べ
て
も
い
っ
こ

う
に
か
ま
い
ま
せ
ん
。

-
中
国
料
理
の
席
順

入
口
か
ら
一
番
奥
ま
っ
た
席
が
主
賓
、
主

賓
か
ら
見
て
左
が
二
、
右
が
三
の
順
に
な
り

ぴ
ょ
う
ぶ

ま
す
。
た
と
え
金
扉
風
が
入
口
近
く
に
あ
っ

て
も
、
そ
の
前
が
主
賓
席
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

シ

〈終〉

今
回
は
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

下
水
道
が
共
用
開
始
さ
れ
る
と
、
各

家
庭
か
ら
排
水
さ
れ
た
汚
水
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転

管
理
あ
る
い
は
、
汚
水
管
の
清
掃
、
修

理
な
ど
施
設
の
維
持
管
理
に
た
く
さ
ん

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
下

水
道
の
使
用
が
開
始
さ
れ
る
と
下
水
道

使
用
料
を
お
さ
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
の
量
・
質

j 人権擁護委員制度をご存じですか

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す。
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人

の
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
六
月
一
日
を
「人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と

と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の

• • 
及
び
使
用
者
の
態
様
に
応
じ
て
妥
当
な

範
囲
で
条
例
に
よ
り
、
下
水
道
使
用
者

か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
を
も
ち
ま
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
下

水
道
を
お
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
に
関
す
る
ご
質
問
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
役
場
都
市
開
発

課
(
富
苅
1
2
1
1
1内
線
⑩
⑥
)
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

;

;

ノ

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
町
に
も
泉
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員

一

の
方
々
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

一

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

一

方
々
で
す
。

V
井
口
等
氏
西
条
四
二
八
六
箇
万
ー
一

平成l.6.1

円
ノ
h
]

ハH
V
F
h
d

ハH
V

V
雨
宮
佑
弐
氏
河
東
中
島
二

O
二
六

-

冨
万
1
2
0
4
8

-

V
田
中
良
夫
氏
築
地
新
居
六
二
九
富

一

万
ー
3
1
9
7

-

押
越

三
ハ六
二
冨
万
ー
一

i
L
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V
望
月
朝
徳
氏

⑦ 

円
〈

d
4
4
i
p
h
U
F
「
υ
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lはつびいた一|

企 「人と人とのふれあいとお互いの横の

つながりを大切にしたLづ

「
伝
統
あ
る
婦
人
会
」
を
自
分
遥
の
城
と
し
て
9

今
回
は
、
発
会
二
年
目
を
迎
え

る
西
条
一
区
婦
人
会
「

O
B会
」

に
つ
い
て
、
同
会
代
表
の
窪
田
京
子

さ
ん
に
将
来
の
抱
負
を
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
達
の
会
は
、
昭
和
三
十

一
年

度
か
ら
の
西
条
一
区
婦
人
会
の
支

p岬均、

栄養改善推進員

花形美千子さん
(紙漉阿原)

-.且

一寸お手伝い

じゃがいもと

ベーコンの
チーズ焼き

部
長
経
験
者
十
六
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。一
公
民
館
活
動
、
カ
ル
チ
ュ

ア
セ
ン
タ
ー
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
活
発
化
し
て
い
る
現
代
の
中

で
、
意
識
の
低
下
、
会
員
の
減
少
が

叫
ば
れ
て
い
る
婦
人
会
活
動
、
地
域

の
婦
人
で
あ
る
私
達
が
も
う
一
度

み

ん
ロ
な

-材料 (4人分)

じゃがいも………………大 2コ

玉ネギ……………………中 2コ

ベーコン・・・…・・……-一・・υ200g 

パセリのみじん切り……少々

ピッツァ用のチーズ......200g 

塩・......................・・・・・・・・・少々

こしょう………ー………・少々

サラダ油…………………少々
窪田京子さん(69歳)

(西条一区)

「伝
統
あ
る
婦
人
会
」

を
自
分
達

の
城
と
し
て
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
見

つ
め
直
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

幸
い
西
条
一
区
で
は
、
誰
か
ら
と

な
く
地
域
の
婦
人
会
活
動
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
い
う
願
い
の
中
で
下
」
の

様
な
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
第
一

回
目
は
町
長
さ
ん
を
迎
え
町
政
に

対
し
て
の
勉
強
会
、
そ
し
て
二
回
目

は
現
支
部
長
よ
り
地
域
の
婦
人
会

活
動
の
近
況
報
告
と
会
員
聞
の
意

見
交
換
な
ど
、
ま
た
前
回
は
花
雪

舞
う
二
月
二
十
四
日
会
場
を
石
和

に
移
し
て
会
席
料
理
に
舌
鼓
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
々
の
想
い

出
話
し
苦
労
話
し
失
敗
談
に
花
を

の
口
広
巴

圃作り方

①じゃがいも・玉ネギ・ベーコンを千切りにする。

②フライパンにサラダ油をしき、①の材料に塩・こしょうを

ふりかけ、しんなりするまでいためる。

③器に②を入れ、チーズをのせ 2500Cのオープンに入れ、こ

げめがつくまで焼く。

④出来上がりにパセリのみじん切りをのせる。

咲
か
せ
、
会
員
相
互
の
理
解
を
一

層
深
め
心
暖
ま
る
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

決
し
て
派
手
で
な
く
年
齢
層
の

広
い

O
B
会
で
す
が
、
会
員
の
心
は

一
つ
「
婦
人
会
」
を
愛
し
陰
な
が

ら
応
援
し
、
若
い
会
員
の
心
の
拠
り

所
に
な
れ
れ
ば
と
全
員
が
想
っ
て
い

る
会
な
の
で
す
。

私
達
は
一
人
ひ
と
り
が
常
に
学

び
社
会
参
加
に
目
を
向
け
、
地
域

に
生
き
る

一
婦
人
と
し
て
会
を
通

し
て
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、

ま
た
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
お
互

い
の
横
の
つ
な
が
り
を
保
て
る
よ
う

な
ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日
を
送
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ど
¥

推
進
員
の
今
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
た
り
て
ま
す
か

乳
製
品
」

に
も
と
づ
き
、チ

l
ズ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
簡

単
に
で
き
る
料
理
で
す
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ー
ル
の
つ

ま
み
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

参
観
日
名
簿
に
祖
父
ど
太
く
書
き

温
泉
風
呂
互
の
過
去
を
肌
で
知
り

趣
味
を
持
つ
余
生
我
を
若
く
も
し

変
る
世
を
ジ

l
ッ
ト
見
つ
め
て
ホ
ー
ム
入
り矢

崎

鈍
底
で
落
ち
て
拾
っ
た
人
の
道

巣
立
つ
子
へ
母
の
分
厚
い
綿
づ
く
り

配
達
の
会
釈
へ
朝
の
陽
が
こ
ぼ
れ

度
忘
れ
に
我
が
身
を
つ
ね
る

日
々
多
く

孫
抱
い
て
隣
と
長
い
立
話

策
の
無
い
野
党
へ
自
民
数
で
押
し

隣
人
の
愛
『
」
ま
や
か
に
子
が
育
ち

電
話
ロ
き
ま
り
文
句
の
世
辞
を
聞
き

大
喪
へ
人
そ
れ
ぞ
れ
の
瞳
が
そ
〉
ぐ

目
玉
だ
け
く
る
く
る
タ
マ
ゴ
の
中
の
稚
魚

井
口 ネ中

中
j尺

森
田
み
づ
ほ

森
田

高
野

余
生
な
ほ
さ
〉
や
か
な
夢
あ
た
注
め
る

核
家
族
ス
1

プ
の
さ
め
な
い
距
離
に
住
み

山
本
美
代
子

隣
り
合
、
っ
席
で
和
合
の
趣
味
の
道

お
隣
り
へ
見
栄
張
る
マ
マ
の
家
計
泣
き

先
細
る
脳
が
波
打
つ
痴
呆
症

レ
ヂ
係
指
先
戸
惑
う
消
ヒ
税

幾
年
経
っ
て
も
亡
母
の
香
身
に
泌
み
る

追
い
つ
け
ぬ
稼
ぎ
に
又
も
消
ヒ
税

隣
か
ら
電
話
の
声
が
お
茶
を
呼
び

老
い
の
身
を
淋
し
く
通
る
隙
間
風

お
袋
の
味
を
消
し
て
く
パ
ッ
ク
詰
め

手
さ
ぐ
り
の
記
憶
祖
国
へ
孤
児
が
来
る

相
原
あ
き
子

磯
部沢

堀
内
美
代
子

j尺

緯f

広報しようわ ⑧ 平成1.6.1 

音色
星

久
子

狂
花

夏
子

素
木

玉
枝

花
枝

春
男



(ハ
V
〈

)

(
母
)
ゆ佳
り幸

砂
名
前
の
由
来
健
康
で
心
の
優
し
い
素
直
な
女
の
子
に
育

っ
て
欲
し
い
と
願
い
、
姓
名
判
断
の
本
を
参
考
に
し
て
、
パ

パ
と
マ
マ
で
名
付
け
ま
し
た
。

(ハ
V
〈

)

(
母
)

俊
之

江
津
子

』

V
名
前
の
由
来
祖
父
、
が
、
女
の
子
に
は
美
と
い
う
字
を
希
望

し
、
お
父
さ
ん
が
辞
書
を
片
手
に
頭
を
ひ
ね
り
、
知
性
の
あ

る
美
し
い
女
性
に
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
命
名
し
ま
し
た
。

e、、

(ハ
V
〈

)

(
母
)

武
彦

恵
美
子

砂
名
前
の
由
来
音
楽
を
愛
し
、
美
し
い
心
を
持
っ
た
素
直
な

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
、
パ
パ
が
名
付

同
り
ま
小

1
レ
が
ん
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
調
整
室
(
箇
月
1
2
1
f
t内
線
⑪
)
ま
で
H

上河東二区

山本磨依ちゃん
S 62.11. 25生

んや

;

ち

生

辺
美
川
・

条

切

に

西

即

日
架

上河東二区

渡辺美里ちゃん
S.62.3.24生

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

は
み
が
き
と
虫
歯

6
月
4
日
i
m日

歯
の
衛
生
週
間

歯
み
が
き
す
る

の
を
い
や
が
っ
て
困

り
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
歯
は
い
つ
も
み
が

い
て
い
る
の
で
す
が
、
む
し
歯
に
な
っ
て
し

ま
い
受
診
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
む
し
歯

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
。

「わ
た
し
に
だ
け

歯
み
が
き
し
な
さ

い

っ

て

言

う

け

ど
、
な
ぜ
す
る
の
?
」
「
お
父
さ
ん
や
、
お

母
さ
ん
の
歯
も
磨
い
て
や
れ
ば
い
い
の

に
な
」
「歯
ブ
ラ
シ
が
、
大
き
す
ぎ
て
お

口
の
中
が
痛
い
よ
。
も
う
少
し
、
小
さ
い

の
が
い
い
な
」
「た
だ
、
い
や
な
ん
だ
。
ぽ

く
は
捕
ま
え
ら
れ
た
り
、
押
さ
え
つ
け

ら
れ
た
り
、
と
て
も
た
ま
ら
な
い
」
な

ど
、
子
供
さ
ん
か
ら
み
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
理
由
で
歯
み
が
き
を
い
や
が
る
子

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

む
し
歯
の
原
因
は
、
ま
ず
歯
の
質
・

糖
分
(
食
べ
物
の
か
す
)
・
ば
い
菌
で
す
。

糖
分
で
、
ば
い
菌
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま

す
か
ら
時
聞
が
長
け
れ
ば
、
む
し
歯
に

な
る
わ
け
で
す
。
糖
分
と
ば
い
菌
を
す

ぐ
に
取
り
除
い
て
や
れ
ば
、
む
し
歯
は

予
防
で
き
ま
す
。
①
だ
ら
だ
ら
と
、
お

や
つ
な
ど
を
食
べ
な
い
。
②
食
べ
方
の

工
夫
と
し
て
歯
に
つ
き
に
く
い
食
べ
物

(
キ
ュ
ウ
リ
・
リ
ン
ゴ
な
ど
)
を
、
最

後
に
食
べ
る
。
③
食
事
・
お
や
つ
の
後

に
お
茶
・
水
を
飲
む
。
④
物
を
食
べ
た

後
は
、
す
ぐ
歯
み
が
き
を
す
る
(
『
親

と
一
緒
に
磨
き
あ
う
こ

乳
歯
は
、
永
久
歯
が
は
え
か
わ
る
十
二

i
十
三
歳
位
ま
で
の
体
の
成
長・
発
音・

あ
ご
の
発
達
・
永
久
歯
の
歯
な
ら
び
な

ど
、
大
切
な
役
割
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
た
め
、
自
宅
で
の
日

常
生
活
の
注
意
と
共
に
、

三

1
六
か
月

毎
の
歯
科
医
に
よ
る
定
期
検
診
・
歯
み

が
き
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

訳
で
す
。

二
歳
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
深
い
愛
情
と

優
し
い
言
葉
で
真
剣
に
話
す
と
、
約
束

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
歯
み
が
き
を
い
や
が
る
子
供
さ
ん

も
、
上
手
に
や
っ
て
い
る
子
供
さ
ん
も
、

ほ
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
し
て
親
と

一

緒
に
続
け
ま
し
ょ
う
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

一

お

詫

び

一

五
月
号
で
掲
載
し
た
「
お
め
で
と
う
」

-
の
欄
中
で
、
上
河
東
二
区
の
渡
浩
俊
文
く

一
ん
の
名
字
が
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
「
こ
う
ほ
う
俳
句
」
に
も
印
刷

一
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
元
年
四
月
一
日
i
四
月
三
十
日
ま

で
の
届
出
(
敬
称
略
)

• 出

(氏

名

(保
護
者
) 生

.
I也

寿
夫

築

地

新

居

築

地

新

居

上
河
東
二
区

区
、-'

⑨ 

久
保
田
理
奈

田

中

南

梶

原

恵

子

佐
野
紳

一
郎

米
津
真
奈
美

三
宅

由
起• 婚

八

時

間

耐

V

〈

萩

原

純

一

V

原

田

清

美

〈

松
川

晃
三

〉

上

原

幸

子

〈

一

日

十

一

V

〈

山
本

一
博

〉

植
松
真
奈
美

〈

牛

山

秀

樹

V

河

西

昭

美

〈

一
時
真
一
一

v

〈

中

山

仁

V

井

口

智

世

〈

山
本

J
V

内
藤

j

弘男
正真
則ニ清

上
河
東
二
区

西

条

二

区

西

条

二

区西

姻

• 築

地

新

居

?可西

条

一
区

河

東

中

島

西

条

二

区

紙

漉

阿

原

西

条

一
区

清

水

新

居

河

東

中

島
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幼稚園謹誌の減免措置について

本町では、幼児教育の振興に資するため、昭和63年度より保育料の減免

をfrっています。

これは、昭和町幼稚園就園奨励費補助事業に基づいて実施するもので、

本町に住所を有し(当該年度の 6月1日現在)、幼稚園に在園する 4歳児及

び5歳児(当該年度の 4月1日現在の満年齢)の保護者に対し、次の区分

に応じそれぞれの減免をいたします。

・減免の区分と減免額闇

1)平成元年度町民税が非課税となる世帯

2) 平成元年度町民税が均等割のみの世帯

3)平成元年度町民税の所得割が 5千円以

下となる世帯

4)平成元年度町民税の所得割が 5千円以

上 5万3千円以下の世帯

5)平成元年度町民税の所得割が 5万 3千

円以上9万9千円以下の世帯 1人年額 10，000円
※ただし、同一世帯に所得割の納税義務者が 2人以上いる場合は、そ

の合計額とします。

80，000円

40，000円
1人年額

1人年額

行
政
相
談
、

心
配
ご
と
相
談
は

毎
日
受
付
け
ま
す

(
休
祭
日
を
除
く
)

行
政
相
談
、
心
配
ご
と
相
談
は
毎
月

定
例
日
を
設
定
し
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
日
以
外
で
あ
っ
て
も
、
休
祭
日

を
除
い
て
毎
日
受
付
け
ま
す
。

行
政
相
談
は
役
場
総
務
課
(
箇
花

'
2

1
1
1内
線
⑮
⑨
)
、
心
配
ご
と
相
談
は

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
(
総
合
会
館

内
箇
花

t
6
4
6
1、
6
4
9
7
)
に
電

話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談
員
に
連

絡
を
取
り
相
談
す
る
こ
と
が
出
来
ま

24，000円

16，000円

1人年額

1人年額

昭和59年 4月2日

~昭和60年4月1日生まで

昭和58年4月2日

~昭和59年4月1日生まで

まで。*お問合せは、町教育委員会(箇 75-3737)

~4歳児
対象児一斗

L-5歳児

す。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。

行
有政

冨泉相
75 i享談
」夫 員

i氏
3 :C;ヘ

内
3 )東

中
島

O 
五

心
配
ご
と
相
談
員

、
河
田
武
氏
(
築
地
新
居
二

一
二
三
富

お
1
2
4
5
1
)

塚
原
省
三
氏
(
西
条
新
田
二
六
五
箇

万

3
4
3
1
)

石
原
保
氏
(
押
越
二
一
五
一
圏
万
l
3

0
5
1
)
 

萩
原
孝
氏
(
河
西
九
三
七
箇
万
1
2
8

5
8
)
 

6
月
は
児
童
手
当

(
特
例
給
付
)
の

現
況
届
の
提
出
月

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
現
在
の
養
育

の
状
況
な
ど
を
現
況
届
書
に
よ
り
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
し
な
い
場
合
は
、
六
月
以
後
の

手
当
の
支
払
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
用
紙
は
、
受
給

者
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
の
提
出
は
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

日

時

六

月

二
十
日
例
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分

と
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

場

所

昭

和

町
総
合
会
館
二
階
相
談

室

お
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
箇
万
1
2

1
1
1
内
線
⑫
)
ま
で

サ
ー
ビ
ス

基
本
調
査
に

ご
協
力
を
/

総
務
庁
で
は
、
七
月

一
日
現
在
で
サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
事
業
所

の
従
業
者
数
、
事
業
収
入
金
額
な
ど
の

項
目
に
つ
い
て
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
事
業
所
統
計
調
査

(
変
動
状
況
に
関
す
る
調
査
)
と
同
時

に
行
い
ま
す
。
六
月
下
旬
か
ら
調
査
員

が
事
業
所
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
の
記

ご
存
じ
で
す
か

特
別
児
童
扶
養

手

当

制

度

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
二
十

歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
扶
養
し
て

い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。支

給
額
は
、
障
害
児
一
人
に
つ
き
月

額
四
万
一
千
三
百
円
(
重
度
)
、
二
万
七

千
五
百
円
(
中
度
)
で
す
。

対
象
児
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
一

級

1
三
級
と
四
級
の
一
部
、
ま
た
は
療

育
手
帳
の
A
l
1
、
A
1
2
、
A
l
3
と
B

l
1
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
児
童
で
す
。

な
お
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

た
り
、
養
育
者
に
一
定
の
所
得
以
上
あ

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

V
お
問
合
せ
役
場
厚
生
福
祉
課
(
箇

「

万
l
2
1
1
1
内
線
⑮
)
ま
で

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
総
務
課

1
2
1
1
1
内
線
⑧
⑫
)
ま
で
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広報しようわ

水
道
週
間

月

日

七
日

V水道に関するお問合せは、

甲府市水道局(箇28-3311)まで

水道の水は l 

しきれいねおいしいね

⑩ 平成l.6.1

み
ん
な
の
電
波
で
す
F
・

6
月
I
H
1
m
日
は

電
波
法
違
反
防
止
旬
開

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
や
防
災
行

政
・
警
察
・
消
防
無
線
な
ど
に
妨
害
を

与
え
て
い
る
不
法
無
線
機
の
使
用
は
、

電
波
法
違
反
と
し
て
厳
し
く
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
ル
ー
ル
に
従
い
、
無
線
機
は

免
許
を
受
け
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

〉つ。V
お
問
合
せ

関
東
電
気
通
信
監
理
局

※
受
信
障
害
(
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
)

箇

0
3
1
2
4
3
4
7
2
3

※
混
信
妨
害

箇

0
3
1
2
1
4
1
1
6
2
6

町内交通事故

発生件数

「気をつけて」

朝の一言忘れず に

=4月分--

人

O 

(:!: 0) 

死者

物損37件
(-4) 

人損17件
(+ 6) 

( )内は、前月比
(昭和駐在所調べ)

負傷

人

22 

(+6) 

数仲
ア，dq

l
 



⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧窃⑧⑧⑧⑧保健衛生だより側側側側関側側

手し 児 健 康 雪ロ合ジ 査

実施日 |受付時間及び地区 該 当 v日U |場所

6月13日 午後l時00分~ 昭和63年5月出生児。 ド全J仏ι、、

(火)
(常永地区)

昭和63年8月出生児。
午後1時30分~

ぷ仁21h 

(西条地区) dZf2h Z 

6月16日
午後2時00分~

昭和63年11月出生児。

(金) (押原地区) 平成元年 2月出生児。 館

西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田

押原地区 |押越河東中島紙漉阿原

常永地区 |築地新居飯喰河西上河東上河東二区

持 ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知ください。

自子手帳受伺及び一般健康相談日

日時 6月3日(土)・ 17日(土)・ 26日(月)

午前9時"-'11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。 I

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていますの

で、お気軽にお出かけください。

?歳 6か月児健康診査

実施日 6月 29日(木)

受付時間午後 1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児昭和62年 10月1日~昭和62年 11月30日までの出生
児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 1歳6か月児健診質問票

5 歳児健康診査

実施日 6月 22日(木)

受付時間午後 l時"-'2時

場 所 総 合 会 館

該当児昭和59年 1月1日~昭和59年 4月30日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

3 種混合予防接種

目 時 6月 26日(月)午後 1時 "-'2時

場 所 総合会館

該当児
砂I期…昭和61年9月1日~昭和62年2月28日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

砂昭和61年 3月1日~昭和61年 8月31日までの出生児で未接

種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温ははかつ ト

てください。

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している者、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の者。

④日材記炎予防接種後 2週間以内の者。
⑤ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

広報しようわ平成l.6.1 ⑪ 

日本脳炎予防接種

実施日 受付時間 圭ロ壬古え 二斗ゴ4 j1日u |場所

初回接種 6月 7日
昭和60年6月1日~ 総

(1回目) ~J<) 

午後l時
昭和61年5月31日

dにEAI 
初回接種 6月 15日

までの出生児。
(2回目) 休) ~2 時 メZふA 

1年後の 上記のいづ 昨年、初回接種を
館

追加接種 れかの日 2回済ませている者

持ち物母子手帳・問診表

※予備接種日…上記の実施日に接種を済ますことができなかっ

た者について予備日として 6月23日陰)午後1時
"-'1時30分まで接種を実施します。

※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護

者の希望により行います。また、上記該当児以外の者であっ

ても 3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は役

場厚生福祉課へ問診票を取りにきてください。
く注意事項〉

・体温は必ず、はかつてください。

・問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

くつぎのような人は接種できません〉

①発熱している人、または著しい栄養障害者。

②はしか・ BGG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の人。

③ 3種混合予防接種を受げてから 2週間以内の人。

④ 1年以内にけいれん・ひきつけを起こした人。

⑤心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

⑥上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状

態にある者。

乳児整形外科模診

実 施 日 6月28日(水)

受付時間午後1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児平成元年2月1日~平成元年3月31日までの出生児。

持ち物母子手帳

不用犬猫収集日

日時 6月30日(金)

午前10時20分"-'10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり 封をしてください。

昭和町総合健康診査のお知らせ

今年度も総合健康診査が、 7 月 3 日・ 6~ 12 日・ 14

• 15日の期間中実施されます。

結核レントゲン検診や人間ドック的健康診断が無

料で受けられますので、この機会に是非お申込みく

ださい。

なお、詳しい日時や申込みなどは後日、回覧を通じ

てお知らせします。

砂お問合せ

役場厚生福祉課 (冨75- 2 1 1 1内線⑮)まで



.89 ~r=-o 
噌相1"月の之よみ 洗面台の下のパイプはなせ.曲がっている?

早野j U JUNE-水無月(みなづき)
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1 写男水気真女道象の記雇週日間念用機日人何会権・均電梼回等波護委月の員間日の日
休)

「海の家」受付け開始 (4P参照)

16 働
寝たきり老人入浴サービス(総合会
館午後 l 時~)

先勝 大安 乳児健康診査(総合会館)

横浜開港記念日
住) 17 ω リハビリ教室(総合会館)

母子手帳交付及び一般健康相談日
友号i 赤口 (総合会館)

3 (;:t) 
リハビリ教室 (総合会館)

18
Xの日

⑪ 
第四回地区対抗男子年齢別ソフトボ

母子手帳交付及び一般健康相談日 ーノレ大会(押中校庭)
先負 (総合会館)

先勝
第20回地区対抗ママさんバレーボー

4歯の衛生週間刊日) ⑪ 
ハンセン病を正しく理 /レ大会(町民体育館)

19解する週間刊日)
開)

大安 友引

5環境週間日日) 何) 20 伏)
児童手当の現況届提出日 (10P参照)

世界環境デー 老人生きがいパス (---21日、県外研
赤口 先負 修)

伏) 21夏至 (水)
心配ごと相談(総合会館午後1 時~)

先勝 日本脳炎予防接種1回目(総合会館) 仏滅
行政相談(中央公民館午後 1 時~)

心配ごと相談 (総合会館午後 l 時~)7 計量記念日
友(7J<引) 

行政相談(中央公民館午後 1 時~)

22 休)
5歳児健康診査(総合会館)

移動県民相談セ ンター(龍王町北部
大安

公民館午前10時~午後3時)

8 旧端午 的 23沖縄慰霊の日 倹)
日本脳炎予防接種予備日(総合会館)

先負 赤口

個当
寝たきり老人入浴サービス(総合会

24 仕)
役場開庁

仏滅
館午後 1 時~)

先勝

10 火薬類危害予防週間 (土)
役場閉庁

25 ⑮ (~16 日)

時の記念日 大安 友引

11入梅 ⑮ 26 府)
3種混合予防接種(総合会館)

母子手帳交付及び一般健康相談日
赤口 先負 (総合会館)

12 (月) 27 tめ
先勝 仏滅

13 tめ 乳児健康診査(総合会館) 28貿易記念日 ~j() 
心配ごと相談(総合会館午後1時~)

友号i 大安
乳児整形外科検診(総合会館)

14 (樹
心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)

29 同
l歳6ヵ月児健康診査(総合会館)

先負 赤口

15 (対
日本脳炎予防接種2回目(総合会館)

30 働
不用犬猫収集日(総合会館)

仏滅 先勝

地区 燃える物
燃えない物

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたし

ませんので次回の収集日をご利用ください。

空カン・ガフス

西条 一区 2日・ 6日・ 9日毎月
14日

西条二区毎週 13日・ 16日・ 20日第 2水曜日
28日清水新居火・金曜日 23日・ 27日・ 30日第4水曜日路 条 新沼

押i 越

河東 中島

毎月紙 j鹿阿原 l日・ 5日・ 8日
7日築地 新居 毎週

12日・ 15日・ 19日 第 1水曜日
21日飯

喰月・木曜日 22日・ 26日・ 29日第3水曜日河 閤

上河東
上河東二区

粗大ゴミ

28日

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出

してください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入し

てください。

※収集日の当日午前8時30分までに出してく

ださい。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなっ

てください。

※台所のゴミは水切りをして出してくださ

しユ。

広報しようわ平成1.6.1 ⑫


